
農山村と企業の連携活性化推進講演会開催要領

～企業と農山村の協働で地域に活力を！～

１ 開催目的
青森県では、社会貢献活動の一環として農作業の手伝い等の農業農村支援を行う企業

に対して活動先をあっせんし、農村部の労働力不足解消や地域の活性化を図っています。
また、森林整備等の環境保全活動を行う企業に対して活動場所のあっせんや技術指導を
行い、健全な森林の育成を図っています。
この講演会では、事業内容の周知と支援活動の拡大を推進するため、先進的な取組を

行っている企業の講演と県内の取組事例の紹介を行います。

２ 開催日時
平成２２年２月１５日（月）１３：００～１５：３０

３ 会 場
青森県総合社会教育センター ２Ｆ大研修室
（青森市大字荒川字藤戸119-7 TEL:017-739-1251）

青森県４ 主催

５ 参集範囲
企業、農協、農業生産法人、森林組合、市町村、県関係部局等（定員３００人）

６ 日 程

12:30～13:00（１）受 付
13:00（２）開 会
13:00～13:10（３）あいさつ
13:10～14:00（50分）（４）基調講演

「社会貢献活動で育む企業と農山村の交流のきずな（仮題）」
講師：アストラゼネカ株式会社 広報部長 森口博史氏
社会貢献活動の一環として行っている農業農村支援活動「高齢化する村を応
援する3,000人プロジェクト」の取組状況と実施による効果を紹介します。

14:00～15:15（75分）（５）２１年度の取組事例紹介
① 農業農村支援に関する社会貢献活動（事例Ⅰ りんご収穫作業支援）
（企業側）みちのく銀行 14:00～14:15（15分）
（受入側）弘前里山ツーリズム 14:15～14:30（15分）

② 農業農村支援に関する社会貢献活動
（事例Ⅱ 稲わら収集、大豆等栽培管理作業支援）

（企業側）明治安田生命 14:30～14:45（15分）
（受入側）農業生産法人上小国ファーム 14:45～15:00（15分）

③ 森林整備に関する社会貢献活動
青森銀行従業員組合 15:00～15:15（15分）

15:15～15:30（６）質 疑
15:30（７）閉 会

７ 参加申込及び問合せ先
青森県農林水産部構造政策課農村活性化グループ 鳴海、山田
電 話：０１７－７３４－９５３４ ＦＡＸ：０１７－７３４－８１３６



青森県総合社会教育センター

●場所 青森市大字荒川字藤戸１１９－７（ＴＥＬ：０１７－７３９－１２５１）

＜交通案内＞

●青森市営バス 社会教育センター前で降車

・青森駅前から

（青森朝日放送、南部工業団地、

浪岡駅前（空港経由）行）

・国道古川から

（高田、野木、入内、青い森病院、大柳辺行）

・東部営業所から

（野木、大柳辺、入内行）

・県立中央病院前（県病構内）から

（高田行）

●タクシー 青森駅から２０分（４Ｋｍ）

●自家用車 東北自動車道青森中央ＩＣより５００ｍ

駐車スペースが限られているため、なるべく相乗りでお越しください。



取組意向

聞き取り

ニーズ

青森県で
社会貢献

＋αの効果（期待）
地域産物の直接購入
新入社員の研修活用
グリーン・ツーリズムなど
福利厚生面での
農山漁村の活用

農業農村支援活動をきっかけ
とした交流の深まり

青森県内の農山漁村

高齢化、人口減少
労働力不足が切実

社会貢献活動に
関心の高い企業

社会貢献活動を
実施中の企業

青森県の役割

取組の様子をＰＲ

活動派遣先の仲介

マッチング
（お互いの情報提供）

意向調査の実施

社会貢献活動に関心の高い企業が、県内の農山漁村で農作業の手伝い等の農業農村支援活動を実施するた
めの斡旋を行う。これをきっかけとした本県での活動の継続や企業と農山漁村との様々なスタイル での交流拡
大に結びつけ、企業と農山漁村の活力の向上を目指す。

農山漁村と企業の連携活性化事業

アンケート

地域住民と
共に活動、
農業支援



平成２１年度農業農村支援活動実績
NO. 派遣先 実施日 実施人数 実施場所 実施作業 派遣企業

1
農業生産法人
（農）くらいし

１０月　３日（土） 　４名
五戸町倉石地
区のネギ畑

ネギの収穫、出荷調整作業

2
三戸町りんご共同防除
組合連絡協議会

１０月　３日（土） 　５名
三戸町内のりん
ご園

りんごの育成管理（葉取り）作
業

3 弘前里山ツーリズム １０月１７日（土） １０名
弘前市百沢地
区のりんご園

りんごの収穫作業

4
農業生産法人
（有）エムケイヴィンヤー
ド

１０月２４日（土） １１名
むつ市川内町
のぶどう園

ワイン用ぶどうの収穫作業

5
ＮＰＯ法人くろいし・ふる
さと・りんご村 １０月３１日（土） １４名

黒石市内のりん
ご園

りんごの収穫、管理作業

6
農業生産法人
（株）八甲田農場

１１月　７日（土） 　６名
七戸町後平地
区のごぼう畑

ごぼうの収穫、選別作業

7
農業生産法人
（有）エムケイヴィンヤー
ド

　９月２４日（木） 　５名
むつ市川内町
のぶどう園

ワイン用ぶどうの収穫作業な
ど

八甲田ホテル

8
農業生産法人
（農）上小国ファーム

１０月１７日（土） １０名
外ヶ浜町内の田
畑

稲わら収集作業、大豆及びニ
ンニクの管理作業

明治安田生命保険
相互会社

9
農業生産法人
（有）白神アグリサービ
ス

１０月２０日（火）
～２２日（木）

　３名
鰺ヶ沢町内のり
んご園

加工用りんごの収穫作業 （株）間組

10
農業生産法人
（有）エムケイヴィンヤー
ド

１０月２４日（土） １１名
むつ市川内町
のぶどう園

ワイン用ぶどうの収穫作業
東京海上日動火災
保険（株）

11
青森市稲わら活用対策
協議会

１０月２３日（金） 　５名
青森市荒川、浪
岡杉沢・高屋敷
地区の水田ほ

稲わらの収集作業 （株）青森テレビ

12
青森市稲わら活用対策
協議会

１０月２３日（金） 　３名
青森市荒川地
区の水田ほ場

稲わらの収集作業 （株）フジタ

計 ９団体 ８７名 １２件 ７企業

（株）みちのく銀行



農業農村支援活動の実施事例

明治安田生命保険相互会社ー農業生産法人（農）上小国ファーム

１ 実施日 ：平成２１年１０月１７日（土） ８：００～１７：００

２ 実施場所：東津軽郡外ヶ浜町

３ 実施企業：明治安田生命保険相互会社 １０名

明治安田生命保険は、青森県内に22営業所を有し、地域清掃活動、老健施設へのタオ

ルの寄付、老人1人世帯での除雪奉仕等の社会貢献活動に取り組んでいる。新たな活動の

取組として農業農村支援活動を実施した。

４ 派遣先 ：農業生産法人（農）上小国ファーム

上小国ファームは、東青県民局管内で初めて法人化した集落営農組織であり、水稲と

大豆を中心にネギ、ニンニク、夏秋いちご等の栽培に取り組み、小学生への食育や学校

給食への食材供給など地産地消にも積極的に取り組んでいる。また、近隣の集落営農組

織と統合しながら水田の大区画化を進めて規模拡大を目指している。異業種分野と積極

的に交流し、多様なアイディアを取り入れながら経営に取り組む意向である。

５ 従事作業：大豆・ニンニクの管理作業（除草）

稲わら収集作業（稲わらロールづくり、収集・運搬）

参加者は、地域県民局職員から作業指導を受けた後、手作業による大豆の除草作業、

ロールべーラや自走式運搬機を操作しての稲わらロールづくりや収集運搬作業、発芽し

たニンニク周辺の除草作業を行った。慣れない作業だったが、参加者は熱心に取り組ん

でいた。

６ 実施後の感想

（１）明治安田生命保険

・農作業の難しさや天気との戦いなどを実感することができた。

・これから県内各地で実施したい。

（２）上小国ファーム

・一生懸命作業を行ってもらい感謝している。

・今度は泊まりがけで来て欲しい。

７ その他

昼食時には地域婦人会の炊き出しによるカレーライスと米粉を用いた手作りケーキを

ご馳走になりながら、参加者と生産者の交流を深めることができた。

大豆の除草作業 ニンニクの除草作業



農業農村支援活動の実施事例

（株）みちのく銀行ー弘前里山ツーリズム

１ 実施日 ：平成２１年１０月１７日（土） ９：００～１６：００

２ 実施場所：弘前市

３ 実施企業：(株)みちのく銀行 １０名（ほか社員の家族１名）

みちのく銀行は、昨年11月に「アグリビジネス推進チーム」を設置し、本県の基幹産

業である農林水産業の経営支援に乗り出している。農山漁村と直接的な繋がりを持ち、

農業の実態把握や新たなビジネスの創出を目指している。

４ 派遣先 ：弘前里山ツーリズム提携農園（ハッピーファーム津軽）

弘前里山ツーリズムは、弘前市の地域資源を活用して、グリーン・ツーリズム事業の

ファームステイや農作業体験の受入、地域の食農教育と特産品販売等による都市農山村

交流を実施している。また、農薬の散布回数を従来の半分以下とし、安全な農産物の供

給に努めている。

５ 従事作業：りんご（サンフジ）収穫作業

参加者は、生産者から収穫方法を教わった後、サンフジ（葉とらず）８１本（約２０

ａ）の収穫を脚立などを用いて行った。慣れない作業にもかかわらず参加者は熱心に作

業を行い、選果が追いつかないほどであった。今回の派遣により従来１．５日要してい

た作業をほぼ１日で終了することができて労働力支援としての成果があった。

６ 実施後の感想

（１）みちのく銀行

・青森県の誇るりんごの素晴らしさとそれを支えてきた生産者の苦労を認識すること

ができた。

・職場で宣伝して活動を広めていきたい。

（２）弘前里山ツーリズム

・りんごの収穫期は人手不足であり、派遣は大変助かる。

・農業経営に即した融資方法を開発して欲しい。

７ その他

休憩時には、りんご作業の話題などの意見交換で盛り上がった。

りんご収穫作業 りんご収穫作業



農業農村支援活動の年間作業スケジュール

作業月 りんご 米 野菜 くだもの 備考

４月 枝拾い 種まき 土作り、畝作り 花摘み

肥料散布 田おこし

５月 りんご花摘み 代掻き 苗の定植、種ま 摘果

き、収穫、出荷

６月 摘果、袋かけ 田植え 収穫、草取り 果樹など収穫、

苗の定植 出荷

出荷

７月 摘果 草取り 収穫、出荷 果樹など収穫、

草取り 出荷

８月 草刈 収穫、出荷 果樹など収穫、

早生りんご収穫 草取り 出荷

９月 葉取り、収穫 収穫、出荷 果樹・野菜など

ツル回し 草取り 収穫、出荷

１０月 収穫、ツル回し 稲刈り、棒がけ 収穫、出荷 果樹・野菜など

葉取り 草取り 収穫、出荷。稲

わら収集。

１１月 収穫、ツル回し

葉取り

１２月 冬支度、畑整備

出荷、選果

※ 以上は、年間スケジュールの一例です。この他、畜産関係では年間を通して厩舎の清

掃、飼料作物の刈り取りなどの作業があります。



（参考 企業側）

青森県がすすめる農業農村支援活動
（農山漁村と企業の連携活性化事業）

１ 農業農村支援活動とは

農業農村支援活動とは、企業が社会貢献活動の一環として農山村の労働力不足解消のた

めに社員を派遣し、田植えや野菜・果樹の収穫などの農作業を手伝う取組です。また、企

業と農山村の交流により、地域産物の購入や農家民泊等の利用を促進して、地域を活性化

することも目指しています。

２ 派遣実施までの流れ

派遣先から受入希望の募集（受入時期、地区、作業内容、人数等）

↓

企業へ派遣先の情報提供

↓

企業から実施希望の募集（派遣時期、地区、作業内容、人数等）

↓

県による調整

↓

派遣内容の詳細打合せ

↓

派遣実施

３ 派遣条件（企業側）

・派遣期間は１日から数週間（連続していなくても可 。）

・現地集合現地解散（宿泊する場合は、宿泊場所を斡旋します 。）

・労力提供に対する報酬はありません。

・企業側で国内旅行保険等の傷害保険に加入してください。

・農作業の指導は派遣受入側が行います。

４ 実施することの利点（企業側）

・社会貢献活動の幅が広がります。

・企業のイメージアップが図られます（県ＨＰ等に成果を掲載 。）

・作業を通じて青森県の基幹産業である農業を理解することができます。

・農山村と交流することで、産直の農産物を利用できます。

・生産者と一緒になった商品開発等を行うことができます。

・社員の家族が参加することで、福利厚生活動になります（田植え、収穫体験等 。）



（参考 派遣受入側）

青森県がすすめる農業農村支援活動
（農山漁村と企業の連携活性化事業）

１ 農業農村支援活動とは

農業農村支援活動とは、企業が社会貢献活動の一環として農山村の労働力不足解消のた

めに社員を派遣し、田植えや野菜・果樹の収穫などの農作業を手伝う取組です。また、企

業と農山村の交流により、地域産物の購入や農家民泊等の利用を促進して、地域を活性化

することも目指しています。

２ 派遣実施までの流れ

派遣先から受入希望の募集（受入時期、地区、作業内容、人数等）

↓

企業へ派遣先の情報提供

↓

企業から実施希望の募集（派遣時期、地区、作業内容、人数等）

↓

県による調整

↓

派遣内容の詳細打合せ

↓

派遣実施

３ 派遣条件（派遣受入側）

・派遣期間は１日から数週間（連続していなくても可 。）

・現地集合現地解散。

・派遣受入に対する報酬はありません。

・企業側で国内旅行保険等の傷害保険に加入します。

・参加者は農作業の経験がほとんどないため、作業手順の説明が必要です。

４ 実施することの利点（派遣受入側）

・繁忙期の補助労力となります。

・作業を通じて農業の生産現場を理解していただけます。

・企業と一緒になった商品開発等を行うことができます。

・企業と交流することで、産直の農産物を利用してもらうきっかけとなります。



未来づくり森づくり支援事業 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

①森林づくり企画支援 

・企業の理念や要望を踏まえた森

林づくりの具体的企画・提案等の

支援と実施に向けてのフォローア

ップ 
 

 

 

 

 

 

②県有林等候補地調査 

・県、市町村有林等の「企業の森」

候補地調査の実施 
 
 
 
 
 
 
③森林づくり技術指導 

・森林整備の基礎知識や技術指導

の実施 

☆ 植えるカム！「青い森」体

験交流事業（Ｈ１９～Ｈ２０） 

（フィールド紹介、森林所有者

との仲介等） 

事業効果 

林 政 課 

１．経 緯 及び 現 状 

１ 企業の社会貢献活動としての森林づくり

の自主的、持続的な実施。 

２ 企業、団体の社会貢献ＰＲにより本県の森

林や森林整備への関心が向上。 

□候補地の拡充が必要 
 
 
 
 
 
 
□技術の不足 
 
 
 
 
 
 
などにより、自主的な 
活動まで至っていない・・ 

３ 企業と活動地域市町村との交流促進 

３．事務事業の概要 

 

政策課題 

企業等が本県の森林に関

心を持ち、フィールドを活

用して安心して森林づくり

に参加できるよう企画提案

や技術指導等及びフォロー

アップの支援が必要となっ

ている。 

 

政策目標 

企業等の社会貢献活動に

よる森林整備が、自主性、

持続性を保ち、都市と山村

の交流促進や森林環境保全

の取組みが拡充、発展する。 

 

成果指標 

森林づくり企画支援参加

企業数 １０社 

☆企業→社会貢献活動 

（ＣＳＲ、ＩＳＯ14001） 

↓ 

環境保全分野に関心 

↓ 

活動の場を森林整備等に求

める企業が増加 

２．政策課題・政策目標 

企業等 森林所有者 

締結協定：２社 


